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世界に発信、平和のメッセージ（ユネスコ記憶遺産事業）
　ユネスコ記憶遺産事業は、世界の歴史に重大な影
響をもつ事件・時代等社会的価値を持った記憶遺産
を対象に、世界の人々の記憶に留め置くべき重要な
ドキュメント遺産の保護と振興を目的に 1992 年に
ユネスコが開始した事業です。
　今回、ユネスコ世界記憶遺産申請が平成 26 年３月
末で締め切られ、日本からのユネスコ記憶遺産事業
への申請が４件となり、ユネスコが審査に付すべき
２件を選定するよう、ユネスコ本部から日本ユネス
コ国内委員会に差し戻しがありました。

　南九州市（知覧特攻平和会館）がユネスコに申請したのは、特攻隊員が明日は命がない極限
の状態で、愛する人宛てに書き残した人生最期のメッセージ「遺書・手紙類」333 点です。
　今後、日本ユネスコ国内委員会文化活動小委員会ユネスコ記憶遺産選考委員会で、当該案件
の真正性、世界的な重要性、唯一性、代替不可性などを考慮し審議を行い、ユネスコ本部に回
答することとなります。

１　申請された案件

２　登録までのスケジュール
	 平成 26 年 5 月 20 日	 第９回選考委員会（非公開）
	 　　〃　　6 月 12 日	 文化活動小委員会（非公開）
	 　　〃　　6 月中	 選考委員会からユネスコに選定した２件を回答
	 平成 27 年 6 月頃	 ユネスコ登録決定

申　請　者 案　　件

南九州市 「知覧からの手紙（知覧特攻遺書）」

京都府舞鶴市 1945～1956シベリア抑留等日本人の本国への引
き揚げの記録

(公財)奈良人権文化財団と崇仁自治
連合会 全国水平社創設宣言と関係資料

日本ユネスコ選考委員会 東寺百合文書【国宝】

知覧特攻平和会館に展示されている
遺書・手紙類


